
台北

「新型コロナウイルス感染症時代のHIV/AIDS：台北市の対応」



こんにちは 陳亮妤（Lian-Yu Chen）で
す。
台北市立総合病院 KPCC（昆明予防管理
センター）の主任で国立台湾大学公共
衛生学院の助教も務めています。
KPCCでは、台北市全域のHIVと疾病の予
防政策を担当しています。
今日お話させていただくのは「新型コ
ロナ感染症時代のHIV/AIDS：台北市の
対応」についてです。

新型コロナ感染症とHIVは、どちらも世
界的な大流行となった疫病で、異なる
時期にそれぞれ多くの死者と被害を出
しました。
ここ2年のコロナ禍により、大きな被害
と苦難を強いられたのは社会的弱者で
した。
これは主に有色人種や貧困層、慢性疾
患患者などの人々で、HIV陽性者も含ま
れます。
HIV陽性者はケアを受けることが大変困
難になっています。
必要なスクリーニング検査を受けるの
が難しくなっており、コロナ禍にあっ
て、増大する偏見や差別にも苦しんで
います。

ご存じのように、台湾はコロナとの戦
いで非常に大きな成功を収めました。
しかし、5月には過去最大の感染拡大に
直面しました。
新型コロナ感染者数は、またたく間に
増加し、1日300～500人に上りました。
この感染拡大に対し、台湾政府は厳し
い対応で臨みました。
飲食店の営業停止、学校の閉鎖、マス
ク着用の義務化、実名登録などが実施
されました。
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このグラフは、台北市のHIV陽性者の
新型コロナ感染者数です。
ご覧のように、5月時点では、HIV陽
性者の新型コロナ感染者はごくわず
かでした。
しかし、7月に入ると感染者は急増し
ました。

当時、柯文哲台北市長は記者会見を
開き、新型コロナ感染症に関して
率直で明快なメッセージを伝えてい
ます。
国民向けにデータをまとめた結果、
確認された新型コロナ感染者の約3分
の1がHIV陽性者でした。
ご想像の通り、社会には深刻な緊張
が走りました。
これを受けて台北市は、このグルー
プに的を絞った、防疫対策を講じる
必要に迫られました。
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このグループを対象とした新型コロ
ナ感染対策として、大きく分けて四
つの対策が取られました。
第一に、台北のデータに基づき、社
会的弱者を対象に接触者の追跡を強
化しました。主に 男性間での性交
渉者が対象です。
第二に、家庭用新型コロナウイルス
感染症検査キットを無料で配布しま
した。
「検査、検査、検査」とWHO事務局
長が、その重要性を強調したように
我々も検査の徹底を通じて、コロナ
禍に立ち向かいました。
第三に、新型コロナワクチン接種率
を早急に上げるよう努めました。
第四に、LGBTを考慮した対応に関す
る教育を医療従事者を対象に行いま
した。
コロナ禍にあって、この取り組みは
特に重要であると考えます。

左図は、建物に掲示されたQRコード
です。
これは実名登録用のコードで、コロ
ナ禍の早い時期から導入されていま
す。
利用者は掲示のある建物に入るたび
に、コードを読み取り、デジタル追
跡用メッセージを市に送信します。
こうすることで、市は個人をデジタ
ル上で追跡することができます。
右図は、デジタルダッシュボードで
す。
ダッシュボード上で、ホットスポッ
トを視覚的に確認することができま
す。
医療従事者は点を結ぶことにより、
危険な場所を容易に特定することが
できます。
また、感染リスクが特に高い人を特
定することもできます。
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HIV陽性者の検査率の向上にも努めて
います。
左図は、家庭用新型コロナウイルス
感染症検査キットです。1,000個以上
が配布されています。
ケースマネジャーが、検査結果を確
認し、検査結果に応じて、必要な手
配をします。
右図は、HIV自己検査の重要性を訴え
る活動の一例です。
コロナ禍にあって、多くの公共サー
ビスが中断を強いられる中、リスク
のある人々を対象に、HIV自己検査の
推進キャンペーンを行っています。

家庭用新型コロナウイルス感染症検
査キットのポスターです。
入手方法や使い方を説明しています。
この無料検査キットは、台湾疾病管
制局と台北市保健所で入手できます。
ケースマネジャーが個別に対応し、
タクシーの手配、病院の予約、医療
サービスの照会等を行います。

家庭用検査キットのほか、7カ所
の無料PCRスクリーニング検査所
を台北市の様々な区の病院に設
置しています。
救急外来を訪ねるだけで、PCR検
査を無料で受けることができま
す。
新型コロナの感染リスクが心配
な人を対象に、検査率の向上を
図っています
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三つ目の取り組みは、新型コロナワ
クチンの接種率を短期間で上げるこ
とです。
HIVケースマネジャーが患者一人一人
に直接連絡を取ります。
まず、HIV陽性者が、新型コロナワク
チンを接種することの重要性を説明
します。
また、患者に代わってワクチン接種
の予約を取り、接種可能な日時と場
所を決めます。
写真はKPCCに特別に設けられた個人
用接種所の様子です。
HIV患者が利用しやすいように、一箇
所でサービスを受けられるように
なっています。
ここで患者は医師の診察を受け、HIV
ケースマネジャーと面談をし、新型
コロナワクチンを接種することがで
きます。

その他の積極的な取り組みにより、
HIV陽性者に限って言えば、台北市は
ワクチン接種率で台湾のトップを維
持しています。
約2週間という短期間で、ワクチン接
種率は80%に達しました。
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ワクチン接種率の向上に、効果はあ
るのでしょうか。
答えは明らかにイエスです。
5月初頭、我々はオンライン教育プロ
グラムを開設しました。
接触者の追跡を開始し、迅速検査
キットを配布しました。
そして、無料のPCR検査所を設置しま
した。
その結果、ワクチン接種率は80%に
達し、新型コロナ感染者数はゼロに
なりました。
この動画を撮っている11月現在もゼ
ロのままです。

四つ目として、LGBTを考慮した対応
に関する医療従事者教育の重要性を
強調したいと思います。
LGBTを考慮した対応について、我々
は30以上のオンラインコースを開設
しました。
受講者は接触者追跡の担当者や医師
や看護師、その他の医療従事者です。
病歴やデリケートな事柄を尋ねる際
には、友好的で偏見のない態度で接
することが大変重要です。
LGBTの人々に対して友好的に接する
ことが、誠実で明確な情報を得る唯
一の方法と考えます。
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HIVと新型コロナウイルス感染症は、
多くの共通点と相違点があります。
そのいくつかを簡単にご紹介します。
第一に、HIV陽性者は共存症を抱えて
います。
そのため新型コロナ感染症の重症化
リスクが高まる恐れがあります。
第二に、新型コロナ感染症とHIVの影
響はいずれも有色人種コミュニティ
に偏ります。
第三に、欧州・米国の症例集積研究
では新型コロナ感染後の臨床転帰に
有意差はないという報告があります
が、コホート研究ではHIV感染者に転
帰の悪化やコロナウイルス感染症に
よる死亡率の上昇が認められたとい
う報告もあります。
米国からは2つの研究があります。
米国のHIVと新型コロナ感染者を対象
とした多施設コホート研究では、CD4
細胞数の減少が ICU入院率や人工呼
吸器装着率または死亡率の上昇と関
連づけられました。
ニューヨークのコホート研究ではHIV
陽性者は非HIV感染者と比較し、新型
コロナ感染症による入院率と死亡率
が高くなっています。

以上のことから、ワクチン接種の優
先順位を設定する際には、HIV感染者
は高リスクな病状のカテゴリーに含
める必要があると考えます。
これは実際に我々が台湾で行ってい
ることであり、台北で行っているこ
とでもあります。
その結果、HIV陽性者のワクチン接種
率を短期間で、80%まで上げること
ができたのです。
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社会的弱者、特にLGBTの人々に対し
ては、中立的・友好的に接すること
が大変重要であると考えます。
感染症が世界的に流行するたびに、
社会に緊張が走ります。
台北市の新型コロナ感染者の3分の1
がHIV陽性者であると判明した時も、
LGBTの同胞に対して友好的とは言い
難い空気が漂いました。
KPCC主任の義務として、私がメディ
アを通じてお伝えしたいのは偏見と
差別の排除が大切であるということ、
周りの一人一人に対し、友好的で偏
見のない態度で接することが大切で
あるということです。

まとめとして、新型コロナの世界的
流行はHIV感染予防サービスや治療の
受診を困難にし、ケアを妨げる社会
的・構造的障壁を高めます。
しかし、このコロナ禍にあっても、
台北市は医療と予防サービスの提供
を継続してきました。
第二に、台北の公衆衛生制度はHIV陽
性者における新型コロナ感染症の流
行に対し、迅速に対応することがで
きます。
社会的弱者を対象とした接触者の追
跡、家庭用コロナウイルス感染症検
査キット1,000個の配布。
そして、ワクチン接種率80%を短期
間で達成するといった我々の取り組
みは新型コロナウイルス感染症予防
に目覚ましい効果を発揮しました。
また、LGBTの人々に対しては、中立
的・友好的に接することが非常に重
要です。
彼らはコロナ禍において感染リスク
が高まるだけでなく、偏見や差別に
さらされるリスクも高いのです。
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街がロックダウンしても、愛のロッ
クダウンはないと 私たちは信じて
います。

ご清聴ありがとうございました。
コメントや質問は大歓迎です。
コメントや質問がありましたら、ス
ライドに表示のアドレスにご一報く
ださい。
ありがとうございました。
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質疑応答(台北) 

 

 

 

 

 

 

 

Q1.  

個別接種会場では HIV 陽性者専用の便利なサービスを提供、とあるが、具体的にはどう

いった取り組みを行っているか。また、対象を限定した取組は、対象となっていない人々

から否定的にみられかねないリスクがあると考えるが、周知する際はどのような点に気

を付けているか。 

A1.  

我々は HIV 陽性者専用の接種会場を提供している。台湾でのコロナワクチン接種の優先

順位は病院の医療従事者、次いで公衆衛生職員、高齢者、慢性高リスク疾患、免疫不全患

者等の順である。若年の HIV 陽性男性間性交渉者が他の会場でワクチン接種を受ければ、

若年であること、そして慢性高リスク疾患がないことで疑問をもたれる可能性がある。台

湾では HIV ケースマネージャーが患者に直接連絡し、世間一般の偏見を回避している。 

Q2.  

新型コロナウイルス感染者に HIV 陽性者が多い理由と、HIV 陽性者における新型コロナ

ウイルスの感染経路（感染源）を教えてください。 

A2.  

台北でのコロナ流行期には、新規陽性者の総数は徐々に減少したものの、HIV 陽性者の

割合は徐々に増加した。台北では、主要な HIV 感染危険因子は男性間性交渉である。HIV

陽性者のコロナ感染経路は性的接触である。 

Q3.  

医療従事者に向けた、LGBT に配慮した対応の教育に関する具体的な内容（30 以上の講

座の主な内容）を教えてください。 

A3.  

公衆衛生職員は MSM（男性間性交渉者）集団のことを詳しく知っているわけではない。

教育コースで提供しているスキルとしては、LGBT 集団とのコミュニケーションの取り

方や、その性的パートナーとの接触者の追跡方法、偏見や差別を防止する方法がある。 



 

 

 

Q4.  

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、行政（保健所等）による HIV 検査件数はどの

程度減少したか？ 

A4.  

台湾の中央流行疫情報指揮センターは、台北で新型コロナが流行した際にロックダウン

の実施を発表した。この期間中に HIV 検査数は大幅に低下し、流行が沈静化した後に徐々

に増加した。 

Q5.  

新型コロナウイルス感染症の家庭用検査キットについて詳しく教えてほしい。 

- 検体は鼻腔ぬぐい液か、それとも唾液か？ 検査の頻度は？ 

- 検査が正しく行われていることを市はどうやって確認しているのか？ 

- 検査結果の収集方法は？ 

- 台北市の自己検査キットについてより詳しく教えてほしい。 

A5.  

家庭用検査キットは数社の企業から台北市に提供・寄付されたものである。市販のキット

では鼻腔ぬぐい液を採取する。台北の薬局又はドラッグストアで購入が可能である。取扱

方法は同梱の説明書又はオンライン動画で説明されている。パンデミック下の台北では

一部の病院で HIV 感染者向けの検査キットを無料で提供している。検査結果は HIV ケー

スマネージャーに報告される。ただし、台北の家庭用検査キットはスクリーニングのため

の簡便な一手段にすぎない。地域のスクリーニング検査所や病院では、新型コロナウイル

ス PCR 検査を無料で受けられるところもある。 

Q6.  

医療従事者が受けられる LGBT に配慮した対応講座について詳しく教えてほしい。 

A6.  

接触者の追跡は、新型コロナウイルス感染症対策の重要な部分である。HIV 感染リスク

が高い台北の MSM（男性間性交渉者）は、性交渉によって新型コロナウイルスに感染し

た可能性があっても、それを正直に話そうとはしない。LGBT に配慮した接し方講座は、

LGBT に接することに慣れていない新型コロナ感染症調査員が LGBT と円滑にコミュニ

ケーションをとるための技能研修講座である。接触者追跡は新型コロナウイルス感染症

を予防するためのものであり、プライバシーにかかわるものではない。差別と偏見は避け

なければならない。 



  

Q7.  

台北市と市の地域社会（コミュニティ）では、新型コロナウイルスに感染した HIV 陽性

者（PLHIV）をどのように監視・管理しているのか？ 

- 例えば、統合された管理システムのようなものはあるか？ 

- あるとすれば、結核と HIV の重複感染は一緒に管理されているのか？ 

A7.  

新型コロナウイルス感染症の新規陽性者が報告されると、調査員と HIV ケースマネージ

ャーが国の届出疾患制度で HIV 感染状況を確認する。 

台北市では新規の HIV 症例の胸部 X 線画像を頻繁に確認している。新規の結核診断症例

は、患者の意思で HIV 検査を行う。 

台湾疾病管制局は、HIV 患者の潜在性結核感染症スクリーニングとしてインターフェロ

ンγ遊離試験（IGRA）を行っている。 


